
「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

小規模グループケアの実施
掲載ページ

149

コ
ス
ト

事
業
費

平成26年度執行額 平成27年度予算額 政策分野 特別な支援を有する子どもや家庭の支援 担当局 子ども家庭局

84,289 千円 41,333 千円 施策名 社会的養護が必要な子どもへの支援 担当課 子育て支援課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　市内児童養護施設及び乳児院の各施設で小規模グループケアを実施し、被虐待児等
に個別的な関係を重視したきめ細かなケアを行い、児童の健全な育成を図ります。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　小規模グループケアの実施を件としている団体と建替えを含めた調整を行います。また、施設を着
実に増設し、より多くの児童へきめ細かなケアを提供します。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

（最終目標と最終年度）１４か所（平成２６年度） 大変順調

小規模グループケア実施施設数

11
か
所 14

か
所

13　国の要綱に基づき、１施設２グループケアまで指定できることから、
市内７施設で１４か所の設置を活動指標としました。

【活動の状況】

か所 活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

順調

やや遅れやや遅れ

（最終目標と最終年度）
遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　整備目標にしたがって、各施設に整備を働きかけていきます。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　建て替えを検討している児童養護施設があり、今年度の新設は見送り、事業が若干遅れているた
め、やや遅れとしました。また、小規模グループケアは、児童一人ひとりに合わせた処遇を行い、小規
模の落ち着いた環境の中で生活させることができ、児童にきめ細かなケアを実施できることから被虐
待児等への支援として有効です。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　国の措置制度に基づいた義務的経費であり、他の方法による小規模グループケアの実施は困難で
す。



「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

自立援助ホームの運営及び女子児童用自立援助ホームの創設
掲載ページ

149

コ
ス
ト

事
業
費

平成26年度執行額 平成27年度予算額 政策分野 特別な支援を有する子どもや家庭の支援 担当局 子ども家庭局

24,386 千円 35,130 千円 施策名 社会的養護が必要な子どもへの支援 担当課 子育て支援課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　児童養護施設等を退所し、就職する児童に対し、共同生活を営むべき住居において、
相談その他の日常生活上の援助及び生活指導、就職支援を行うことで社会的自立の促
進に寄与します。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　児童養護施設等を退所し、就職する児童に対し、共同生活を営むべき住居において、相談その他
の日常生活上の援助及び生活指導、就職支援を行うことで社会的自立の促進に寄与します。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→ 【活動の状況】

就労や健康管理、食事等日常生活に関することの援助・指導等

－ -
－ 活動指標の実績

を参考に、活動の
状況をチェック

　就労や健康管理、食事等日常生活に関することの援助・指導等によ
り、児童の社会的自立促進に寄与すると考え指標に設定しました。

（最終目標と最終年度） 大変順調

就職等自立児童数

7 人 -
2 人

順調

順調
　就職もしくは大学進学を進めるとともに、自立資金の貯蓄や正しい
生活習慣を身につけさせるなど、自立に向けた準備を整えて卒園させ
た児童の数を指標として設定しました。

やや遅れ

（最終目標と最終年度）
遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　児童養護施設等を退所し、就職する児童に対し、共同生活を営むべき住居において、相談その他の日常生活上の援助及び生活指導、就職支援を行うこと
で社会的自立の促進に寄与します。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　今年度は入所者が少なかったため、自立に至った児童の数も前年度から減少しましたが、日常生
活上の援助及び生活支援等を行ったことから、順調としました。今後も児童養護施設卒園児等の自
立までの居場所、自立支援として有効と考えます。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　国の措置費に基づいた義務的経費であり、他の方法による実施は困難です。



「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

児童養護施設入所児童等への運転免許取得費助成など自立支援事業
掲載ページ

149

コ
ス
ト

事
業
費

平成26年度執行額 平成27年度予算額 政策分野 特別な支援を有する子どもや家庭の支援 担当局 子ども家庭局

16,050 千円 19,758 千円 施策名 社会的養護が必要な子どもへの支援 担当課 子育て支援課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　児童養護施設入所児童に対し、普通自動車運転免許取得費や就職に有利になる資
格取得費の一部を助成することにより、就職活動の支援を行い、もって児童の自立促進
と福祉の向上を図ります。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　就職等を控えた児童養護施設入所児童の必要性に応じ、随時申請を受付け助成します。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

（最終目標と最終年度）運転免許取得希望者全員の免許取得 大変順調

就職・進学を控えた児童のうち、運転免許取得希望者の助成件数

18 件 －
22　運転免許の取得が就職に有利になると考え、助成件数を指標に設

定しました。

9 件 －
1

【活動の状況】

件 活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

件

順調

順調
　資格取得が就職に有利になると考え、助成件数を指標として設定し
ました。

やや遅れ

（最終目標と最終年度）全資格取得希望者への助成
遅れ

就職に有利になる資格取得希望者への助成件数

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　引き続き、事業を継続実施し、対象児童の自立を支援します。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　就職時に有利になる資格の一つである自動車運転免許取得は入所児童等にとって金銭面での負
担が大きいため助成が必要です。また、その他の就職を有利にする資格を取得することも、入所児童
の自立を促進することにつながるため有効と考えます。申請のあった児童全員に各種助成を行ったこ
とから活動の状況を順調としました。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　自動車運転免許は就職の際に必要とされることが多いものです。自動車運転免許取得にかかる費
用については、コストを下げる方法がなく、助成金上限額200千円を下げることは困難です。その他の
資格取得の取得費助成についても、より有利な就職にも繋がることから、自立支援策として効果的で
す。



「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

入所児童の権利擁護のための調査審議等を行う審査部会の社会福祉審議会児童福祉専門分科会への設置
掲載ページ

149

コ
ス
ト

事
業
費

平成26年度執行額 平成27年度予算額 政策分野 特別な支援を有する子どもや家庭の支援 担当局 子ども家庭局

0 千円 0 千円 施策名 社会的養護が必要な子どもへの支援 担当課 子育て支援課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　市内の児童養護施設等で発生した被措置児童等への虐待に対し、入所児童の権利の
侵害を救済し、心身の健全な成長を図るため、その権利の擁護に向けた調査審議等を
行い、市長に対して対応方針等について意見を述べます。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　必要に応じて開催します。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

（最終目標と最終年度）必要に応じ開催 大変順調

有事の際の適時的確な調査審議と効果的な対応方針策定

－

必要に
応じ開
催

－　措置児童等に対する虐待事案が発生した際、適時的確な調査審議
等を行い、より効果的な対応方針等を策定するものです。

【活動の状況】

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

順調

順調やや遅れ

（最終目標と最終年度）
遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　必要に応じて開催します。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　平成２６年度の開催はありませんでしたが、措置児童等に対する虐待事案が発生した際の諮問調
査機関であるため、有効性は高いと考えます。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　社会福祉審議会児童福祉専門分科会内へ設置するため、委員会の重複設置を避けることが可能
です。また、措置児童等に対する虐待事案が発生した場合のみの開催であるため、経済性、効率性
は高いと考えます。



【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　保育所等訪問支援は、受給者証の所持者に対して支援を行うものであり、実績件数も増えています。依然として障害かどうかはっきりしない児童への支援も
必要とされており、引き続き障害児等療育支援児事業専による専門スタッフの派遣を行っていく必要があります。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　発達障害者支援センターおよび地域支援室の指導実施件数は、やや減少しているものの、保育所
等訪問支援事業の実施件数が３倍以上増えていることから、順調としました。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　専門スタッフを派遣できる団体に委託することで、より低いコストで実施することができました。

件

順調

順調
　保育所等訪問支援は、障害児への支援に加え保育所等で障害児を
担当する職員に対して障害児への関り方の指導などを行うもので、専
門性の向上へつながることから活動指標として掲げました。

やや遅れ

（最終目標と最終年度）
遅れ

保育所等訪問支援事業の実施件数

183 件 増加
623

【活動の状況】

発達障害者支援センター及び地域支援室の指導実施件数

154 件 維持
139 件 活動指標の実績

を参考に、活動の
状況をチェック

　障害児保育を行う保育所及び障害児の通う学校等の職員に対し、
在宅障害児(者)の療育に関する技術の指導を行うことは、保育所等
の専門性向上の判断基準となることから、活動指標として掲げまし
た。活

動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

（最終目標と最終年度） 大変順調

障害福祉課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　保育所や幼稚園、放課後児童クラブ等に「総合療育センター」や「発達障害者支援セン
ター」から専門スタッフを派遣し、指導・助言を行うとともに、保育士等の職員研修を充実
することで、障害のある子どもの特性やかかわり方の理解を促進します。

活
動
実
績

活動実績は下記のとおりです。

活
動
計
画

　障害児保育を行う保育所及び障害児の通う学校等の職員に対し、在宅障害児(者)の療育に関する
技術の指導を行います。

特別な支援を有する子どもや家庭の支援 担当局 保健福祉局

36,111 千円 34,130 千円 施策名 社会的養護が必要な子どもへの支援 担当課

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

総合療育センター等の専門スタッフの派遣
掲載ページ

150

コ
ス
ト

事
業
費

平成26年度執行額 平成27年度予算額 政策分野



「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

児童養護施設入所児童等の身元保証人確保対策事業
掲載ページ

150

コ
ス
ト

事
業
費

平成26年度執行額 平成27年度予算額 政策分野 特別な支援を有する子どもや家庭の支援 担当局 子ども家庭局

140 千円 1,134 千円 施策名 社会的養護が必要な子どもへの支援 担当課 子育て支援課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　施設入所児童等が就職や住宅を賃貸する際、施設長等がその保証人を引き受けやす
くするため、その損害賠償等を保証する保険に自治体負担で加入し、施設入所児童等
の退所後の自立を促進します。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　希望する児童等に対し、必要に応じて支援します。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

（最終目標と最終年度）必要に応じ利用 大変順調

身元保証人確保対策事業利用者数

9 人 -
13　施設入所児童等が就職や住宅を賃貸する際に保証人を確保するこ

とによって、施設入所児童等の退所後の自立につながると考え、活動
指標としました。

【活動の状況】

人 活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

順調

順調やや遅れ

（最終目標と最終年度）
遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　引き続き、必要に応じて支援します。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　希望する児童全員に対し支援したため、順調としました。児童養護施設等入所児童は、就職や住宅
を賃貸する場合、保証人を確保できずに自立を妨げる状況が起こりやすいためこのような制度は有
効です。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　必要性に応じて利用できるため、効率的です。また、全国社会福祉協議会が実施している本事業
は、自治体の関与が必須です。



【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　保育所について、より適切な情報の提供やサービスの質の向上を図るため、第三者評価事業の一層の普及を図ります。また、市内認可保育所の施設長、
保育士を対象に「第三者評価事業フォローアップ研修会」を開催し、「北九州児童福祉施設等評価基準（保育所編）」の活用について理解を促進し、事業参加
への動機付け及び保育の質の向上を図ります。
　児童養護施設等については、３年に１回の受審が義務付けられているため、今後も計画的に受審を進めていきます。

遅れ

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　市内認可保育所について、通常評価２施設、再評価(三年次評価）７施設の第三者評価を実施しまし
た。
　児童養護施設等については、６施設が受審しました。また、  ｢第三者評価事業フォローアップ研修
会｣を開催したことから順調としました。(平成２７年２月２３日)
　本事業は、事業者の提供するサービスの質の評価を行うとともに、サービスの利用を予定している方
に対して適切・円滑にサービスを利用できるよう情報提供を行うものであり、その有効性は高いと考え
ます。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　北九州市の保育の質の向上に最適な事業であり、また、低コストで経済的・効率的に実施しており、
コスト削減は困難です。

「第三者評価事業フォローアップ研修会」開催

実施 実施
実施

順調

順調

　市内認可保育所の施設長、保育士を対象に「第三者評価事業フォ
ローアップ研修会」を開催し、「北九州児童福祉施設等評価基準（保
育所編）の活用について理解を促進し、事業参加への動機付け及び
保育の質の向上を図ることが必要と考え、活動指標としました。

やや遅れ

（最終目標と最終年度）

【活動の状況】

「第三者評価事業」参加施設数(総数：保育所分のみ）

148
施
設 160 施

設

150 施設 活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

　福祉サービスの質の向上と、利用者への事業者選択情報の提供が
必要と考え、「第三者評価事業」参加施設数を活動指標としました。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→

（最終目標と最終年度）　参加施設数の増加　（平成26年度） 93.8 ％ 大変順調

保育課
子育て支援課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　保育所や児童養護施設等について、より適切な情報の提供やサービスの質の向上を
図るため第三者評価事業の一層の普及を図ります。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　保育所や児童養護施設等について、より適切な情報の提供やサービスの質の向上を図るため第三
者評価事業の一層の普及を図ります。

特別な支援を有する子どもや家庭の支援 担当局 子ども家庭局

1,136 千円 2,551 千円 施策名 社会的養護が必要な子どもへの支援 担当課

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

児童福祉施設第三者評価事業
掲載ページ

150

コ
ス
ト

事
業
費

平成26年度執行額 平成27年度予算額 政策分野



事
業
費

平成26年度執行額 平成27年度予算額 政策分野

千円 施策名 社会的養護が必要な子どもへの支援 担当課

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２６年度実績評価)

事
業
名

児童養護施設処遇改善事業
掲載ページ

H23年度新規

コ
ス
ト

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

　処遇困難児を受け入れる人数に応じて職員を加配する費用を補助し、処遇困難児への必要なケア
と他児の処遇の質を確保します。

特別な支援を有する子どもや家庭の支援 担当局 子ども家庭局

18,917 千円 24,243

大変順調

子育て支援課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　児童養護施設に入所している発達障害児や知的障害児などの処遇困難児を受け入れ
る人数に応じて職員を加配する費用を補助し、処遇困難児への必要なケアと他児の処
遇の質を確保することにより、児童の健やかな成長と自立を目指します。

人 活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

　職員を加配することにより、処遇困難児への必要なケアと他児の処
遇の質を確保できると考え、活動指標に設定しました。

（最終目標と最終年度）児童の健やかな成長と自立

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→ 【活動の状況】

加配する職員数

12 人

児童の健や
かな成長と
自立を促し
ます

9

順調

順調やや遅れ

（最終目標と最終年度）
遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２７年度以降に実施すること

　処遇困難児への必要なケアと他児の処遇の質を確保するため、引き続き職員配置の拡充を図ります。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

　職員を加配する費用を補助することにより、処遇困難児への必要なケアと他児の処遇の質を確保で
きたことから、順調と判断としました。障害の特性に応じたきめ細かな個別の支援をすることにより、
子どもの健やかな成長に有効です。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　処遇困難児を受け入れる人数に応じて職員を加配する費用を補助することは、処遇困難児への必
要なケアを確保するとともに、他児の処遇の質を確保できるため、児童の健やかな成長と自立を促す
ために効果的であると考えます。


